
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 GOODFDisplay(V3)による 

 ＥｘｐｏｒｔしたＯＤＦ図から方位密度計算 
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概要 

 各種ＯＤＦのＥｘｐｏｒｔファイルをＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ（Ｖ３）ソフトウエアに読み込み 

   所望の方位密度計算を行う場合、計算方法として２種類あります。 

   例えばＳ方位のｅｕｌｅｒ角度（５８．９７，３６．６９，６３．４３）の場合 

   

 ＯＤＦ角度間隔５度ステップの場合 

  格子点位置（６０，３５，６５）の方位密度 

 ＯＤＦ角度間隔１度ステップの場合（ｅｕｌｅｒ角度の整数化） 

  ＯＤＦ５度から１度のＯＤＦ図を作成 

  格子点位置（５９，３７，６３）の方位密度 

 ｅｕｌｅｒ角度を実数で計算する場合 

   （５８．９７９９，３６．６９９２，６３．４３４９）の方位密度 

 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでは 

  ５度ステップをＶ１ 

  １度ステップをＶ２ 

  実数計算をＶ３として計算しています。 

 

 この計算方法による方位密度を考えてみます。 

 

 ＬａｂｏＴｅｘではマウス位置近傍の方位密度計算がサポートされています。 

 しかし、５度間隔のＯＤＦ図から得られる値は正確ではありません。 

 正確な方位密度はステップ間隔の狭いＯＤＦ図から得られますが、 

 以下の説明では５度間隔として計算を行ってみます。 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘにおけるＳ方位密度計算（５度間隔） 

 ＯＤＦ図作成 

  

 

  

 最大方位密度は５６．９６２である。 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ図上をマウスクリックで最大方位密度５６．９６２に対し 

 Ｓ方位は４１．１７２が計算されている。 

  

 この計算は、５度間隔の ODFデータから実数のｅｕｌｅｒ角度から補間された値と考えられます。 

   

   

   

  実際の最大値は（６０，３５，６０）に得られる。 

 

 

Ｓ方位位置 



ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ（Ｖ３）では５ｄｅｇ，１ｄｅｇ、実数の切り替えを行う 

  

  Ｔｙｔｌｅ表示切替(実数、１ｄｅｇ，５ｄｅｇ)を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙによる計算 

 ５度の格子点から計算（Ｖ１）  

    （６０，３５，６５）の格子点方位密度 

  

 

 １度格子点から計算（Ｖ２）  

    （５９，３７，６３）の格子点方位密度 

  

 

 ｅｕｋｅｒ角度実数から計算  

    （５８．９７９９，３６．６９９２，６３．４３４９）の方位密度 

  

 

 

 

 

 

 

 

 


